
　山地の多い群馬県では、各所に名水・湧水が見られます。
　環境省認定の「名水百選」には、箱島湧水（東吾妻町）と雄川堰

ぜき

（甘楽町）が選定されています。箱島湧水は、大杉の根元から湧き出
る水が滝のように落ちる風景が美しく、湧水が注ぐ鳴沢川では６月中
旬から７月にかけてホタルを見ることができます。約400年前に構
築された雄川堰は、古くから生活や農業用水などに利用され、清らか
な流れに沿った古い家並みと桜並木の景観が魅力です。
　また同省の「平成の名水百選」には、尾瀬の郷片品湧水群（片品
村）と神流川源流（上野村）が選ばれています。尾瀬の郷片品湧水群

群馬の名水

問 県庁広報課　 027-897-2695箱島湧水
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のある片品村では「名水ご案内マッ
プ」を参考に、気軽に湧水巡りを楽
しめます。神流川源流では、魚が見
えるほど透き通る清流で川遊びがで
き、釣り人にも愛されています。
　これらは地域の人たちによって大
切に保全されている群馬が誇る名水
です。これからの時季に「涼」や
「癒やし」を求めて名水巡りを楽し
んでみてはいかがでしょうか。

https://www.pref.gunma.jp/cate_list/ct00001205.html
はぐんま広報ホームページ版をご覧ください（右図から読み取れます）HP

（7）ぐんま広報　令和元年6月 2日発行

美
術
館
・
博
物
館

な
ど
の
催
し

＊
印
の
施
設
で
は
、
障
害
者
手
帳
な
ど
を

お
持
ち
の
方
と
そ
の
介
護
者 （
１
人
）
は

無
料
で
す
。
証
明
で
き
る
も
の
を
お
持
ち

く
だ
さ
い

近
代
美
術
館
企
画
展
示
「
く
ま

の
パ
デ
ィ
ン
ト
ン
 
展
」
学
芸

員
に
よ
る
作
品
解
説
会 
＊

日　
６
月
８
日
㈯　
午
後
２
時
～
３
時

所　
県
立
近
代
美
術
館（
高
崎
市
綿
貫
町
）

内　
当
館
学
芸
員
に
よ
る
解
説
を
聞
き
な

が
ら
、
企
画
展
示
の
作
品
を
鑑
賞
し
ま
す

￥　
無
料

※
観
覧
料
が
か
か
り
ま
す

観
覧
料　
一
般
＝
８
２
０
円
、
大
学
・
高

校
生
＝
４
１
０
円
、
中
学
生
以
下
＝
無
料

申
し
込
み
方
法　
当
日
、
会
場
に

問　

０
２
７
・
３
４
６
・
５
５
６
０

カ
ネ
コ
種
苗
ぐ
ん
ま
フ
ラ
ワ
ー

パ
ー
ク
「
ギ
ボ
ウ
シ
展
」
＊

日　
６
月
８
日
㈯
～
８
月
18
日
㈰ 　
午

前
９
時
～
午
後
５
時
（
入
園
は
４
時
30
分

ま
で
）

所　
カ
ネ
コ
種
苗
ぐ
ん
ま
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー

ク
（
前
橋
市
柏
倉
町
）

内　
ギ
ボ
ウ
シ
約
70
品
種
が
並
び
ま
す
。

ギ
ボ
ウ
シ
は
一
般
的
に
葉
を
楽
し
み
ま
す

が
、
白
や
紫
の
か
れ
ん
な
花
も
鑑
賞
で
き

ま
す

入
園
料　
一
般
＝
７
０
０
円
、
中
学
生
以

下
＝
無
料

問　

０
１
２
０
・
１
１
８
７
・
３
８

自
然
史
博
物
館
サ
イ
エ
ン
ス
・

サ
タ
デ
ー
「
光
る
ス
ラ
イ
ム
を

つ
く
ろ
う
」

日　
６
月
８
日
、
22
日
、
29
日
（
い
ず
れ

も
土
曜
日
）　
午
後
２
時
～
３
時
（
受
け

付
け
は
１
時
30
分
か
ら
）

所　
県
立
自
然
史
博
物
館（
富
岡
市
上
黒
岩
）

内　
自
然
界
に
は
、
暗
闇
で
体
か
ら
光
を

発
す
る
発
光
生
物
と
い
う
生
き
物
が
い
ま

す
。
発
光
生
物
に
つ
い
て
学
習
し
た
後
、

蓄
光
パ
ウ
ダ
ー
を
使
っ
た
ス
ラ
イ
ム
を
作

り
ま
す

講
師　
当
館
職
員
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

対
象　
小
学
生
以
上
の
人

※
小
学
３
年
生
以
下
は
保
護
者
の
付
き
添

い
が
必
要

定　
各
30
人
先 

￥　
無
料

申 　
当
日
、
会
場
に

問　

０
２
７
４
・
６
０
・
１
２
０
０

日
本
絹
の
里
特
別
展
「
追
悼
・ 

藍あ
い

田だ

正ま
さ

雄お

展
～
伝
統
を
貫
い
た

江
戸
小
紋
人
生
～
」
＊

日　
６
月
８
日
㈯
～
７
月
８
日
㈪　
午
前

９
時
30
分
～
午
後
５
時

休　
火
曜
日

所　
県
立
日
本
絹
の
里（
高
崎
市
金
古
町
）

内　
平
成
29
年
７
月
に
亡
く
な
っ
た
江
戸

小
紋
師
・
藍
田
正
雄
の
作
品
を
展
示
し
、

彼
が
江
戸
小
紋
に
懸
け
た
思
い
や
江
戸
小

紋
の
魅
力
を
紹
介
し
ま
す

関
連
行
事

○
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
と
型
付
け
実
演

・
日　
６
月
８
日
㈯
、
30
日
㈰　
午
前
11

時
～
正
午
、
午
後
１
時
30
分
～
２
時
30
分

・
内　

藍
田
正
雄
の
跡
継
ぎ
と
し
て

「
藍
田
」
を
襲
名
し
た
講
師
に
よ
る
展
示

作
品
の
解
説
と
、
工
房
で
行
っ
て
い
る
型

付
け
を
実
演
し
ま
す

・
講
師　
三
代
目
藍あ

い

田だ

愛あ
い

郎ろ
う

（
日
本
工
芸

会
正
会
員
）

○
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

・
日　
６
月
16
日
㈰　
午
前
11
時
～
11
時

30
分
、
午
後
１
時
30
分
～
２
時

・
内　
展
示
作
品
の
解
説
と
作
品
制
作
の

エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
を
説
明
し
ま
す

・
講
師　
田た

中な
か

正ま
さ

子こ

（
江
戸
小
紋
師
）

【
共
通
事
項
】

￥　
無
料

※
観
覧
料
が
か
か
り
ま
す

観
覧
料　
一
般
＝
２
０
０
円
、
大
学
・
高

校
生
＝
１
０
０
円
、
中
学
生
以
下
＝
無
料

申
し
込
み
方
法　
当
日
、
会
場
に

問　

０
２
７
・
３
６
０
・
６
３
０
０

館
林
美
術
館
た
て
び
☆
び
じ
ゅ

つ
部
「
プ
ラ
板
で
モ
リ
カ
ズ
風

ス
ト
ラ
ッ
プ
を
つ
く
ろ
う
」

日　
６
月
９
日
㈰　
午
後
１
時
30
分
～
３

時
30
分
（
受
け
付
け
は
３
時
15
分
ま
で
）

所　
県
立
館
林
美
術
館（
館
林
市
日
向
町
）

内　
画
家
・
熊く

ま

谷が
い

守も
り

一か
ず

の
愛
ら
し
い
作
品

を
参
考
に
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
板
で
オ
リ
ジ

ナ
ル
ス
ト
ラ
ッ
プ
を
作
り
ま
す

定　
１
０
０
人
先 

￥　
無
料

申
し
込
み
方
法　
当
日
、
会
場
に

問　

０
２
７
６
・
７
２
・
８
１
８
８

歴
史
博
物
館
モ
ー
ニ
ン
グ
講
座

「
上
州
戦
国
人
」
（
６
月
）

日　
６
月
20
日
㈭　
午
前
10
時
30
分
～
11

時
30
分

所　
県
立
歴
史
博
物
館（
高
崎
市
綿
貫
町
）

内　
上
州
に
ゆ
か
り
の
あ
る
戦
国
時
代
の

人
物
を
毎
月
１
人
紹
介
す
る
講
座
で
す
。

６
月
は
内
藤
昌ま

さ
あ
き月
に
つ
い
て
話
し
ま
す

講
師　
青あ

お

木き

裕ひ
ろ

美み

（
当
館
学
芸
員
）

定　
１
４
４
人
先 

￥　
無
料

申
し
込
み
方
法　
当
日
、
会
場
に

問　

０
２
７
・
３
４
６
・
５
５
２
２

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
「
大
人
の

天
文
講
座
」

　
宇
宙
の
こ
と
を
少
し
踏
み
込
ん
で
知
り

た
い
人
や
、
科
学
が
解
き
明
か
し
た
最
新

の
宇
宙
像
に
つ
い
て
知
り
た
い
人
の
た
め

の
講
座
で
す
。
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
を
活
用

し
て
「
天
文
学
を
作
っ
た
人
々
」
を
テ
ー

マ
に
宇
宙
の
姿
を
概
観
し
ま
す
。

日　
６
月
29
日
㈯　
午
前
10
時
～
10
時
40
分

所　
県
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
（
前
橋
市
文

京
町
）　

対　
中
学
生
以
上

定　
２
０
０
人
先 

￥　
無
料

申
し
込
み
方
法　
当
日
、
会
場
に

問　

０
２
７
・
２
２
０
・
１
８
７
6

ぐ
ん
ま
天
文
台
「
木
星
の
し
ま

模
様
と
ガ
リ
レ
オ
衛
星
を
見
よ

う
！
」
＊

　
６
月
中
旬
か
ら
、
木
星
の
見
頃
が
や
っ

て
き
ま
す
。
木
星
の
し
ま
模
様
や
大
赤

斑
、
ガ
リ
レ
オ
衛
星
を
大
型
望
遠
鏡
で
観

察
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日　
土
・
日
曜
日　
午
後
７
時
～
10
時

所　
県
立
ぐ
ん
ま
天
文
台（
高
山
村
中
山
）

￥　
無
料

※
観
覧
料
が
か
か
り
ま
す

観
覧
料　
一
般
＝
３
０
０
円
、
大
学
・
高

校
生
＝
２
０
０
円
、
中
学
生
以
下
＝
無
料

申
し
込
み
方
法　
当
日
、
会
場
に

他　
歩
行
が
困
難
な
人
は
、
当
館
の
駐
車

場
と
会
場
の
間
を
送
迎
し
ま
す
。
駐
車
場

ト
イ
レ
横
の
イ
ン
タ
ー
ホ
ン
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い

問　

０
２
７
９
・
７
０
・
５
３
０
０

™

県民リポーター自薦受け付け中！ 詳しくは県庁広報課まで（ 027-226-2171） 。リポーターの記事は県ホームページ（http://www.pref.gunma.jp/01/b2111261.html）でご覧になれます

光るスライム作りの様子

ギボウシの展示

いろいろな作品を参考にしたストラップ

望遠鏡で見られる木星

江戸小紋着物と藍田正雄さん


